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（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

玉名高等学校附属中学校 令和元年度（２０１９年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

（１）教育方針 

ア 「平成３１年度（２０１９年度）県立中学校・高等学校における教育指導の重点」を

踏まえ、本校の三校訓「至誠・剛健・進取」の具現化に努め、徳・体・知の調和がとれ

た全人教育をめざす。 

イ これまで積み上げてきた本校の教育方針に基づき教職員が一体となって、家庭や地域

との連携のもと、活力ある学校づくりをめざす。 

（２）教育目標 

ア 自ら学び考える創造性と情熱豊かな生徒の育成 

イ 他の人も自分も大切にする生徒の育成 

ウ 故郷や日本、世界に貢献しようとする生徒の育成 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）教育目標の実現に向けて 

      スローガン：夢実現・未来への挑戦 Enterprise 

  ア 玉名高等学校附属中学校の生徒としての基本的な生活習慣の確立 

   イ 授業力向上及び個に応じた相談対応、学習指導及び進路指導               

   ウ 日頃からの職員間コミュニケーションによる学校改革の推進 

  エ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かし、自主性や創造性、奉仕の精神などの育成 

  オ 地域・保護者との連携 

    カ 読書活動の推進等、言語環境の整備 

学校生活全体を通じて、言語環境を整えることにより、総合的な言語能力（読む・書

く・聞く・話す）の習得並びに実践する態度を養う。 

 

３ 自己評価総括表  
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

教育課題の
共有化 
 

今日的な教育
課題の共有及
び本校におけ
る教育課題の
共有。 
中高合同職員
会議・運営委
員会における
情報の共有 

新聞等で報道さ

れる教育課題の

共有と公文書の

内容の共有。本

校の中高合同職

員会議・運営委

員会での協議事

項等の共有。 
 

新聞等の記事を

コピー配付し周

知を図る。 

必要に応じて公

文書を中学職員

で回覧する。職

員会議･運営委員

会の協議事項等

を中学朝会等で

周知する。（副

校長・教務部） 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

新聞等で報道され

る教育的課題につ

いて、適宜共有し

た。公文書及び運

営委員会での協議

事項等、中学校内

で回覧し内容を周

知した。 

本校の各取組

における前年

度の反省等に

よる改善。 

職員会議や各

分掌等におけ

る決定事項の

確実な周知と

実践 

各取組の企画段

階での関係係と

の連携。 

中学校職員会議

の定期的な実施

による共通理解

の徹底と実施の

際の協力。 

各取組において関

係係で事前に相談

し起案文を活用し

確実に計画する。

また、職員朝会・中

学校職員会議にお

いて、取組内容を

周知し、職員で協

力して実践する。

（副校長・教務部） 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

各取組において事

前の相談と起案を

徹底し確実に企画

立案した。 

朝会及び中学校職

員会議で、内容の周

知を確実に行った。

各取組では、互いに

進んで協力し合う

ことができた。 
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中学校独自の

課題に沿った

職員研修の実

践 と 質 の 確

保。 

本校の課題に沿

った職員研修を

各係が中心とな

って企画･実践

する。定期的に

職 員 研 修 を 行

う。 

各係がテーマを設

定し、本校の課題

解決に向けて、外

部講師招聘を含め

た職員研修等を各

学期行う。（副校長

・教務部・校内研

究担当） 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

道徳教育における

校外研修の復講や

総合的な学習の新

たな教材について

研修を行い、次年

度の計画や評価に

ついて考えを深め

た。他の課題につ

いても、今後取り

組みたい。 

危機管理意
識の高揚 
 

日常的な取組

の繰り返しに

よる早期発見

・早期解決に

通じる危機管

理意識の確立 

危機管理意識の

日常的な意識・

心がけとしての

捉え直し。 

報告・連絡・相談

の確実な実践。 

生徒情報や各取組

の改善等、職員間

での情報の共有を

日常的に行う。職

員朝会の簡素化を

実践し、各学年の

打合せの時間を確

保する。 

職員相互の早め早

めの声かけによ

り、生徒の状況や

各取組の状況など

を把握する。(副校

長） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

職員会議で、生徒情

報や各取組の改善

点について、常に話

題とした。ホワイト

ボードを活用し朝

会の連絡を簡素化

し、学年ごとの打合

せ時間を確保した。 

職員同士互いに声

を掛け合うことで、

生徒理解や各取組

の進捗状況などを

共有した。 

各取組に危機

管理意識・将

来の展望が含

まれている。 

学校の魅力及

び生徒の姿の

情報発信。 

各案件への適

切な対応。 

各取組に、危機

管理意識が盛り

込まれている。

また、生徒の将

来を見据えた要

素が含まれてい

る。 

生徒の活動状況

等、校外への情

報発信を行う。 

生徒の事故等、

危機管理マニュ

アルに沿って適

切に対応する。 

各取組の実施要項

等に、危機管理の

要素が含まれてい

る。また、生徒に求

められる生きる力

に通じる要素が含

まれている。（副校

長・各分掌） 

行事毎に、ホーム

ページへの記事の

掲載、玉高附中通

信の発行を行う。

(情報管理・副校

長） 

常に最悪の状態を

想定しながら、先

を見通した取組を

行う。（生徒指導

部） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

体育祭や若駒祭(文

化祭)では、災害時

の対応など適切に

アナウンスを行っ

た。 

行事、生徒の活動に

ついては適宜ホー

ムページへ掲載し、

玉高附中通信を積

極的に発行した。今

後、持続的な取組と

したい。 

危機管理マニュア

ルに沿い、各分掌で

連携し、危機管理に

取り組んだ。生徒の

大きな事故等はな

かった。 

学校改革 働き方改革に

沿った改善を

進める。 

生徒と向き合

う 時 間 の 確

保。 

各分掌･係で働

き方改革に沿っ

た改善を複数の

事項で行う。 

校務の精選等に

より、職員の時

間外勤務時間を

昨年度より縮減

各分掌・係で、複数

の時間外勤務縮減

のための改善を行

う。（各分掌） 

衛生委員会を原則

として月１回開催

し、時間外勤務の

状況等の情報共有

 

 

 

 

 

 

Ａ 

取組毎に、実施後に

反省点等の集約を

行った。また、ＩＣ

Ｔの活用による校

務の負担軽減を進

めた。 

衛生委員会は月に

１回開催し、情報の
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する。 を行い、校務改善

等を検討する。月

に 1 回の定時退庁

日を設定する。（副

校長・保健主事） 

衛生委員会で検討

し、｢働き方改革宣

言｣を策定する。

（衛生委員会） 

共有を図った。定時

退勤日については

ほぼ実施できた。 

「働き方改革宣言」

を策定し、周知する

ことができた。 

今後も、さらなる業

務の軽減・削減、部

活動のあり方など

について検討する

必要がある。 

学力 
向上 
 

授業力の向

上 

 

年間指導計画

や生徒の実態

に応じた適切

な教育課程の

実施 

年間指導計画を

精査しながら生

徒の実態に応じ

て適切に教育課

程を編成する。 

年間指導計画や生

徒の実態に応じ

て、教育課程を円

滑に実施する。高

校教師による特別

講義等を実施し、

学問の面白さを知

る機会の充実を図

る。（教務部） 

 

 

 

 

Ａ 

年間計画に沿い、ま

た生徒の実態に応

じた授業の展開及

び個別指導等を行

った。高校教師によ

る特別講義や中３

が高１の講座に飛

び級で参加するな

ど充実したものと

なった。 

積極的な授業
公開や授業研
究による授業
力向上のため
の対策 

授業評価におい
て、生徒の授業
満足度が昨年を
上回る。 

校内外への授業公
開、校内外におい
て授業研究を行う
。（校内研究部） 

 

 

Ｂ 
 

中高で、相互に授
業を参観した。ま
た、他校の授業研
究会に参加した。
各教科で、授業研
究の深まりが求め
られる。 

学力向上施策

の実施 

学力の実態を分

析精査し、学力

向 上 対 策 を 行

う。 

各テストの分析を

行い、具体的な対

策案を提示し、学

力向上対策を講じ

ていく。（進路指導

部・各教科） 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

各テスト分析を各

教科で行い、共通

理解を深めた。具

体的な対策につい

ては、各教科で取

り組んだ。各種検

定も活用し、生徒

の学習意欲の向上

に努めた。 

今後、学力向上の

基礎としての学習

習慣を含む基本的

な生活習慣の確立

に、学年としての

取組を、さらに充

実させたい。 

中高教科会で

の研鑽による

教科指導力の

向上 

中高教科会にお

ける研究協力を

通して授業力を

向上させる。 

中高合同の教科会

を実施し、生徒理

解を深め、教科指

導における研鑽を

深める。（各教科） 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

国語・数学・英語で

は、中高相互に乗り

入れて授業を展開

しており、高校で必

要な力を見据えた

授業展開に助言等

をもらっている。理

科では、中高で研修
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を行った。 

授業内容や教科指

導については、工夫

改善する余地があ

り、今後も教科会の

充実を図ることが

課題である。 

個に応じた

学習指導の

工夫改善 

 

宅習時間等の

課題把握及び

対策による家

庭学習の充実 

週１６時間以上

の家庭学習が確

保できるように

意識を高揚させ

る。 

各学年団と連携

し、生徒個々の宅

習時間の分析を行

い、家庭学習の充

実を図る。（教務

部） 

 

 

Ｂ 

 

宅習時間調査を学

習・文化委員会が

実施し、家庭学習

の充実を図った。 

今後、詳細な分析

を行い、適切な課

題の量など教科を

超えて連携・調整

を行いたい。 

少人数指導や
習熟度別指導
等の効果的な
指導方法の工
夫改善 

英数等における
少人数指導や総
合的な学習の時
間等におけるＴ
Ｔ指導を充実さ
せる。 

学力に応じて少人
数指導や習熟度別
指導を有効に活用
し、学力向上につ
ないでいく。(教
務部） 

 

 

 

 

 

Ａ 
 

英語、数学におい

て習熟度別授業・

少人数の授業を実

施し、学力の向上

に繋げた。社会科

では、高１の探究

に繋げるため調べ

学習・ポスターセ

ッションに取り組

んだ。 

学校評価アンケー

トでは、生徒の肯

定感も高く、成果

が挙がっている。 

中高一
貫教育
の推進 

６年間を意

識した中高

一貫教育指

導の充実 

 

中高一貫教育

のシステムの

充実 

６年間の中高一

貫教育を意識し

た教育システム

を、各教科や総

合的な学習の時

間、学校行事等

で、充実させる。 

各教科で、高校教

師による授業な

ど、中高一貫教育

校としての特色あ

る取組を行う。（各

教科） 

総合的な学習の時

間では、中学校独

自の本物に触れる

講演等に取り組

む。（教務部・副校

長）  

体育祭･若駒祭（文

化祭）で、中高それ

ぞれの取組を充実

させる。（生徒指導

部） 

中高６年間の各取

組の位置づけを見

える化する。（進路

指導部・教務部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

５教科(国、社、数、

理、英)にわたって、

高校教師による授

業を実施した。国語

･英語･数学では先

取り学習を行った。 

総合的な学習では、

高校のキャリア講

演会に参加したり、

１年生は囲碁教室

(石倉昇九段)、３年

生は演劇ワークシ

ョップなどの体験

活動を実施した。 

体育祭・若駒祭(文

化祭)では、中学生

も生徒会や３年生

を中心に、中高で連

携し積極的に取り

組むことができた。 

中高６年間の各取
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組の見える化につ

いては、現中３の生

徒の高校でのクラ

ス編成等を組み込

み、Ｑ＆Ａや学校案

内パンフレットの

作成が急務である。 

生徒・保護者
へ中高一貫教
育の趣旨の周
知徹底 

生徒・保護者へ
６年間の教育内
容に対する意識
啓発を図り、３
年生全員が玉名
高校へ進学する
。 

保護者会や各種通
信等を活用しなが
ら、６年間のスパ
ンで教育指導を行
うことへの理解を
進める。（進路指
導部・３年学年部
） 

 

 

 

 

Ａ 

 
 

添削指導の充実を
図ったり、進路学
習を通して職業や
学部学科を考えさ
せたりすることで
、高校での学習に
ついて中学生のう
ちに具体的に考え
させることができ
た。特に高２から
のクラス編成等に
ついては、学年懇
談会で周知した。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

６年間を見
通した指導 
 
 
 

中高一貫教育
校の特色を生
かした教育 
 
 

知的好奇心を掻
き立てる教育活
動を展開する。 

１年生では、最
先端の技術や研
究機関をもつ九
州大学を訪問し
、研究内容を実
際に体感する。 
２年生では、熊
本大学にて本物
の講義を受講す
る。 
３年生では、長
崎国際大学・ハ
ウステンボス、
異文化理解、語
学力、コミュニ
ケーション力向
上を目指して、
英語合宿を行う
。（学年部） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
 

１年生の九大訪問
では、井嶋博之先
生(玉高ＯＢ)の講
義や卒業生との交
流ができ、大変充
実したものとなっ
た。 
２年生は、熊大に
加えて、熊本保健
科学大、崇城大で
も講義を聞くこと
ができ、内容が充
実した。 
３年生は、英語合
宿で長崎国際大学
の留学生と交流が
できた。 
いずれも大変好評
であった。 
中高合同の海外研
修には中３生の積
極的な参加があっ
た。 

望ましい職業観

の基礎を養うと

ともに、｢生きる

力｣を育成する。 

地元の事業所（施

設）の協力を得て、

２年生では職場体

験、３年生では福

祉体験をそれぞれ

２日間行う。（学年

部） 

 

 

 

Ａ 

事前学習を行い体

験学習に取り組み、

目的を達成するこ

とができた。事業所

や施設からの評価

もとても高かった。 

進路意識の高揚

を図る取組を充

実させる。 

外部講師等を招聘

し、全校生徒を対

象に進路講演会や

キャリア教育講演

会を実施する。（進

路指導部） 

 

 

 

Ａ 

中高でのキャリア

教育講演会、若駒

キャリア塾に中学

生も意欲的に参加

することができ

た。 
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進路意識の

高揚 

学活や総学、

集会等による

進路意識の高

揚 

高校卒業後を見

据えた生徒の進

路意識の高揚の

ための啓発を図

る。 

学活や総学、集会

等の指導を通し

て、日常の学習と

進路との関係性を

伝え、生徒の進路

意識の高揚を図

る。（進路指導部・

学年部） 

 

 

 

 

Ａ 

学年集会や生徒朝

会で、模試分析等や

勉強の仕方、将来の

進路について話を

する機会を持った。

特に中３では、進路

選択等の実際につ

いて高３生による

講話や交流を行っ

た。 

 

生徒 
指導 
 

基本的生活

習慣の確立 

 

様々な教育活

動を通した健

康的な生活リ

ズムの確立 

日常、教科、保健

指導等を通して

健康的な日常生

活リズムを確立

させる。 

学活や集会、通信

等を通して、健康

の大切さを理解さ

せ、健康的な生活

リズムを確立させ

る。（生徒指導部・

環境保健部・学年

部） 

 

 

 

 

 

Ａ 

学年集会を適宜、開

催した。毎日の健康

観察を通して、健康

状態の把握を行っ

た。 

月１回保健だより

発行し健康管理の

啓発を行った。 

生活のリズムとス

マホの関係性等に

ついて、親子でのワ

ークショップを行

い、理解を深めた。 

挨拶指導及び
整容指導の実
施 

服装・頭髪等の
整容面における
生活習慣を確立
させる。 

日常指導や定期的
な整容検査、校門
一礼の徹底等を通
じて、生活習慣を
確立させ、発達段
階に応じた自立の
育成を図る。（生
徒指導部・学年部
） 

 

 

 

Ｂ 

 
 

生徒全体での整容

検査によく取り組

めた。校門一礼の

意識はやや低くな

っている。生活の

リズムが崩れがち

な生徒には個別面

談を行うなど、個

々に対応した。 

交通安全意識
の高揚及びマ
ナー指導 

登下校における
自転車の安全な
乗り方や公共交
通機関でのマナ
ー等を確立させ
る。 

登校指導は生徒指
導部で立案し、全
職員で実施する。
また、全校集会や
日常指導、学級通
信等を通じて交通
マナーについて啓
発する。（生徒指
導部・学年部） 

 

 

 

Ｂ 

中高合同での登校
指導は例年どおり
行った。電車通学
生のマナー等に課
題はあるが、概ね
高い意識を持たせ
ることができた。
引き続き交通マナ
ーの向上に努めた
い。 

生徒会・部

活動等の活

性化 

 

生徒会や委員

会活動等を通

した自治能力

の育成 

主体的に取り組

む生徒会活動を

確立させる。（月

１回以上実施） 

生徒会や委員会活

動を通じて、主体

的な自治活動を経

験させ、自治意識

を育成する。（生徒

指導部） 

 

 

 

 

Ａ 

計画に沿い、生徒の

意見を尊重した活

動ができた。各委員

会の取組を自分た

ちだけで実践する

など自治能力が高

い。活動内容の精選

が課題である。 

文武両道に則
った効率のよ

文武両道に則っ
た効率のよい、

活動場所や時間等
の制限がある中で

 

 

各部活動ともに計
画的に活動した。
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い部活動の推
進 

密度の濃い部活
動を行う。 

、年間計画、月毎
の計画を作成し、
効率よく充実した
部活動を進めてい
く。（生徒指導部
・保健環境部） 

 
 

Ａ 

休養日を適切に設
け、成長期に合っ
た配慮のある活動
に心がけた。 
学習面での指導も
あり、時間の使い
方には、生徒主体
の工夫が必要であ
る。 

人権教
育の推
進 

職員研修の

充実による

人権意識の

高揚 

人権感覚を磨

く質の高い職

員研修の実施 

教職員の人権感

覚を磨くための

職員研修を充実

させる。（中高合

同 及 び 独 自 実

施） 

職員研修等を通じ

て、職員同士で振

り返りを行いなが

ら、人権感覚を高

め、磨いていく。ま

た、年に２回以上、

校外研修会に参加

する（人権教育部） 

 

 

 

 

Ｂ 

中高合同の校内研

修に加えて、全職員

が校外の研修に参

加し研鑽に努めた。

中学校独自の研修

は、実施できなかっ

た。研修の実施の時

期、時間の確保等が

課題である。 

指導内容や

方法の工夫

改善 

年間指導計画

の精査及び子

どもたちの実

態に応じた人

権学習の実施 

年間指導計画を

精査し、それに

基づいた人権学

習の質的に充実

させる。 

年間指導計画を精

査しながら、実態

に即した指導内容

を考え、人権教育

学活を実施し、人

権学習の充実を図

る。（人権教育部） 

 

 

 

 

Ａ 

各学年で学期毎に

人権学習を計画し、

実施することがで

きた。土曜授業日に

人権学習日という

位置づけで、学活及

び講演会を実施し

充実した取組とな

った。 

「命を大切

にする心」

を育む指導

の充実 

自他の命を大

切にしようと

する姿勢の育

成 

関連するテーマ

の 授 業 を 設 定

し、「命を大切に

する」という視

点をもって日常

的 な 指 導 を 行

う。 

道徳の授業や人権

教育を計画的に進

めるとともに、人

権･ボランティア

委員会が企画する

活動に全生徒が参

加することによ

り、自他の命を大

切にする心を育

む。（人権教育部） 

 

 

 

 

 

Ｂ 

年２回の校内人権

集会や県人権子ど

も集会への参加を

通して、いのちの大

切さを意識する姿

勢を学んだ。 

１年生では、いのち

の大切さに関する

講話を実施した。 

各取組の位置づけ、

系統性が課題であ

る。 

いじめ
の防止
等 

いじめ根絶

と不登校ゼ

ロの取組 

日常指導等を

通した、いじ

め根絶のため

の意識高揚と

不登校生徒や

別室登校生徒

への支援 

全校生徒が安心

して生活できる

学校をつくる。

いじめや不登校

生徒を出さない

ための体制作り

や日常的な指導

の在り方の工夫

を行い、いじめ

ゼ ロ を 達 成 す

る。 

心のアンケート、

教育相談(面談)、

日ごろの観察を通

し、わずかな変化

も捉え、事実の確

認及び早急な対応

に努め、人間関係

のもつれや問題行

動等を未然に防い

でいく。 

「心のきずなを深

める月間」の取組

で生徒が書いた人

権作文や人権標語

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

年度初めに、いじめ

防止等基本方針に

ついて共通理解を

図った。校内心のア

ンケートを活用し、

生徒の思いを汲み

取りながら、生徒の

人間関係の改善等

に対処した。 

人権作文の取組や

全校生徒での「いじ

め０宣言文」の唱和

などに取り組んで

いるが、その内容を
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の紹介を行う。「い

じめゼロ」宣言文

の確認をし、全校

生徒で読み上げ

る。（生徒指導部・

人権教育部・生徒

会） 

身近なこととして

捉えることができ

るよう、生徒が主体

的に考える機会を

設けるなど取組の

深化に工夫が必要

である。 

特別支
援教育
の推進 

一人ひとり

のニーズに

応じた特別

支援教育体

制の確立 

 

様々な情報を

もとにした特

別な支援を要

する生徒の把

握及び適切な

支援 

特別な支援を要

する生徒の把握

と個別の支援計

画 等 を 策 定 す

る。 

小学校や各種検査

等の情報をはじめ

校内での連絡を密

にし、特別な支援

を要する生徒を把

握、支援計画等を

策定するととも

に、適切な支援を

行う。（人権教育

部） 

 

 

 

 

Ａ 

個別の支援計画、指

導計画とその評価

について共有する

ことで支援を行う

ができた。 

個々の生徒への支

援が充実してきた。 

職員研修をも
とにした特別
支援教育の在
り方について
の研鑽 

教職員の特別支
援教育に関する
研修を充実させ
る。（年１回以
上） 

中高合同の研修や
校外研修を通して
、個に応じた特別
支援教育の在り方
の研鑽を深める。
（人権教育部） 

 
 

Ａ 
 

中高合同での校内
研修を行った。ま
た、特別支援教育
指導力向上研修を
受講した。 

環境教
育の推
進 

学校版環境

ＩＳＯの視

点にたった

環境教育の

充実 

 

研修を通した

教職員の環境

保全意識の高

揚 

生徒の環境保全

意識を高めるた

めの指導方法の

工 夫 改 善 を 行

う。 

中高合同でＩＳＯ

に取り組むこと

で、教職員の環境

保全意識を醸成す

る。（保健環境部） 

 

 

 

Ａ 

エコチェック等を

通して環境保全意

識の醸成に取り組

んだ。裏紙の利用や

ゴミの分別など、適

切に取り組んだ。 

生徒会による
環境ＩＳＯ実
践の充実 

中高連携による
学校版環境ＩＳ
Ｏの取組を推進
する。 

中高の生徒会活動
等を通して、生徒
の意識を高め、学
校版環境ＩＳＯの
取組を推進する。
（保健環境部） 

 

 

 
Ａ 

美化委員会で美化

チェックを行っ

た。コンタクトレ

ンズのケースを集

めるなど生徒の発

案による取組も充

実した。 

安全管
理 

健康で安全

な学校生活

のための意

識高揚と校

内体制の確

立 

日常指導や学

活等を通した

生徒の健康・

安全意識の高

揚 

食育や性教育の

充実をはじめ健

康診断等の活用

による生徒の健

康増進のための

取組を充実させ

る。 

日常指導及び学

活、保健委員会の

活動等を通して健

康で安全な生活を

意識した生徒の育

成を図る。（保健環

境部） 

 

 

 

 

Ａ 

保健委員会で学期

に１回、生活習慣チ

ェックを行い、生活

リズムを整える働

きかけを行った。学

校保健委員会では、

睡眠をテーマに協

議を行い、学校医か

らの助言をいただ

いた。 

情報教
育の充
実 

情報の正し

い活用と意

識の高揚 

生徒の情報管

理や情報モラ

ルに関する意

識の高揚 

情報の正しい利

活用のためのノ

ウハウの習得及

び情報モラル意

識を育成する。 

各種の研修を踏ま

え、生徒の実態に

応じて情報管理や

情報モラルに関す

る意識を高める。

また、保護者会等

 

 

 

 

 

Ａ 

各学年の授業で、情

報モラルに関する

内容を取り扱い、生

徒の意識の向上を

図った。 

育友会親子行事で



9 
 

で保護者向けの講

演会を実施し、情

報の提供と意識の

高揚を図る。（教務

部情報管理係） 

はスマホの使い方

等に関する親子ワ

ークショップを行

い、意識の高揚を図

った。 

読書指
導の充
実 

読書による

学力と豊か

な心の育成 

よりよい読書

活動を通した

学力と豊かな

心の育成 

学校図書館や良

書推薦を通して

読書を推進して

いく。学校図書

館利用に関して

は年間一人当た

り４０冊以上と

する。 

図書委員会を中心

に「読書祭り」と称

し、「帯コンテス

ト」などの様々な

企画を実施するこ

とで、読書に親し

むことを意識させ

ながら、学力と豊

かな心の育成につ

なげる。（図書部） 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

具体的な取組は、例

年どおり実施した。

一人当たり３０冊

以上の貸出数を目

標としたが、達成で

きていない。図書館

終礼以外にも、何ら

かの工夫、環境づく

りを行いたい。 

スマホの弊害を伝

えると同時に、読書

の有用性を伝える

など、連動した取組

としていきたい。 

保護者･
地域と
の連携 

保護者や育
友会組織と
の連携 

各種便りや授

業参観等を通

した保護者と

の連携と協力

体制の充実 

学級便り（週１

回程度）や授業

参観（年３回）等

の情報提供によ

る保護者との連

携協力を充実さ

せる。 

各種便りや授業参

観等を通して、確

実に保護者等への

情報を提供してい

くことで、連携協

力体制を固めてい

く。（副校長・学年

部） 

 

 

 

 

Ａ 

各学期に行ってい

る授業参観・学年懇

談会や毎週発行し

ている学級通信を

通して、情報の提供

を行った。また、玉

高附中通信を作成

し、行事等の生徒の

感想等を提供した。 

中高の職員と

育友会役員と

が連携し合う

円滑な育友会

組織の運営 

中高連携による

育友会組織の確

立と取組を充実

させる。 

中高連携の育友会

活動を職員と育友

会役員との連携の

もとで充実させ

る。（副校長・総務

部） 

 

 

Ａ 

育友会の活動を軸

に、会長・役員の方

々のリーダーシッ

プの元、職員も連携

し活動が充実した。 

地域への貢
献を意識し
た取組の確
立 

様々な教育活

動の中で、地

域社会に役立

つような奉仕

活動等の検討

と実施 

生徒の学習活動

における地域へ

の奉仕活動等の

取組を充実させ

る。（年 1 回以

上） 

総合的な学習の時

間や学活、学校行

事等に、地域社会

に貢献する活動を

取り込んでいく。

（学年部） 

 

 

 

Ａ 

中３では福祉体験

を通して交流を行

い、地域に貢献し

た。生徒の発案によ

り生徒会主催で公

園の美化活動に取

り組んだ。 

故郷について

知り、故郷に

ついて考え、

故郷を愛する

ことに繋がる

取組を増す。 

生徒の学習活動

における故郷を

テーマとした活

動 を 取 り 入 れ

る。 

総合的な学習の時

間や学活、学校行

事（文化祭）等に、

故郷に関する活動

を取り込んでい

く。（学年部） 

 

 

 

Ａ 

中１では、地域理解

をテーマに調べ学

習を行い、授業参観

の際に発表し、好評

を得た。玉名歴史博

物館及びいだてん

大河ドラマ館訪問

を行い、地域理解を

深めた。 

地域連 安全な学校 緊急事態対応 防災型コミュニ 学校運営協議会で  防災主任を中心に、
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携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

づくりの推

進 

 

の徹底 

 

ティ・スクール

として、活動内

容 の 検 討 を 行

う。 

検討し、防災主任

（高校）を中心に

総務部で災害時の

連携･対応マニュ

アルを作成する。

（総務部） 

 

 

Ａ 

災害時の連携・対応

マニュアルの作成

を進め、運用した。 

今後、災害時に中学

生が置かれる状況

を想定した備蓄等

の準備を進めたい。 

避難経路の確認
と避難訓練を実
施する（年２回
）。 

総務部が立案し、
学校全体で取り組
む。（総務部） 

 

 

 

 
Ａ 

４月に避難経路を

確認し、常時教室

掲示を行ってい

る。避難訓練の際

には、適切に避難

できた。 

防災リーダー育成

研修(福島)に参加

し、成果発表を行

った。 

  
 
 
 
４ 学校関係者評価 
 学校評価に関するアンケート（職員、生徒、保護者）を実施し、分析等を行い、令和２年（２０
２０年）２月１２日の学校評議員会及び学校関係者評価委員会において、意見や助言をいただいた。
全体として、本校への期待が大きく、高い評価を得た。アンケートの分析結果や日ごろの教育活動
に関する意見・感想等については次のとおりである。 
 
◇意見・感想等 
・アカデミック・リポートを参観して大変感激した。学校の取り組みを、もっと大きく紹介をして
いってほしい。 
・学校評価委員としては、学力向上の取組やその他、生徒が魅力を感じていることを知ることがで
きる。玉高の頑張りをアピールし、一般に広く伝えていくとよい。 

・生徒の好奇心のリミッターを外すことの大切さ、色々なことを知ることのできる自由さ、その良

さを再確認して、子どもたちにも玉高を選んでほしい。 

・資料が素晴らしくて見やすい。時間がかかっているのではないか。文武両道、色々な活動があっ

て、色々なことが好きな生徒に対応できる取り組みがある。 

・スマホ等のゲーム依存にならないようにという指導と、図書館を活用し読書を勧めるという姿勢

については、そのための環境をつくり生徒の興味関心を引き出していくことで、可能性を広げるこ

とにつながると思う。将来役立つことを実践されていると感じた。 

・育友会としても情報の発信に努めたい。親の口コミも活用したい。伝えることの大切を感じてい

る。 

・アンケートの項目によっては、生徒の評価が職員や保護者の評価より高い項目もあって素晴らし

さを感じている。 

・玉名高校附属中の保護者としては、高校と一緒の部分と、玉名高校附属中は附属中としての活動

もあってよいと考えている。 

・保護者、職員、生徒で、玉名高校のファンを多くつくっていくことを大切にしたい。育友会や地

域の活動でも、学校外へ向けて関わり発信し、ファンを多くつくる活動としたい。 
 
５ 総合評価 

現在、３期生が玉名高校を経て大学進学等を果たし、玉名高校附属中学校へは９期生が入学して
いる。今年度は、一つ一つの取組の中で、中学校の３年間及び高校の６年間での位置づけについて
考えながら、各取組の改善等に努めてきた。また、生徒の持つ可能性を広げるために、知的好奇心
の涵養と表現力・発信力の醸成を求めてきた。 
 質の高い授業や個に応じた学習指導等の学習面では、高い評価を得ることができた。中高合同の
行事等でも、中学生の果たす役割を十分に果たし、中学校独自の生徒会活動や委員会活動にも高い
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評価を得ることができた。 
 １期生以来、実施してきた様々な取組を精選し整えていきながら、さらに中学校独自の取組をう
まく組み込んでいくことで、特色ある教育活動の充実を図っており、地域及び保護者の方々にも、
その方向性に理解を得ることができた。 
 学校生活における生徒の不安感等の把握・理解やいじめの未然防止等の対策、職員の負担感の軽
減、業務の精選・削減等については、課題が多いが前向きに取り組んでいることに評価いただいた。 
  

 
６ 次年度への課題・改善方策 
 生徒一人一人の夢実現のために、中学生の持つ知的好奇心を広く・深く喚起させ、将来のキャリ
ア構築の一助となるよう、種まきとなる授業や探究、行事等の充実をさらに図りたい。 
（１）今までの取組を整えることで、学校評価アンケートにおける①質の高い授業（肯定感、生徒

91.8％）、②一人一人に応じた教育指導の工夫（肯定感、生徒 72.0％）について、高い肯定感
を維持する。多様な取組を通して、生徒の興味関心の幅を広げ、主体的な学びの種まきを図る。
ストレスマネジメント等の心の健康に取り組み、自律できる生徒を育成する。    

（２）学校改革委員会を継続して行い、さらなる中高６年間の取組の魅力化・見える化を図り、生
徒の活躍を情報発信し、生徒募集等に取り組む。 

（３）次年度のおもな改善案、取組等  
  ア 生徒に関する取組  
   ・中学校版本物に触れる講座 

・心の健康（ストレスマネジメント、ソーシャルスキルトレーニングなど）の充実 
・防災教育（防災グッズ・食料等の備蓄を含む） 

   ・表現力・発信力向上のためのワークショップ等 
  イ 職員に関する取組  ・業務の精選  ・定時退庁日の設定と徹底     
  ウ 情報の発信  ・ＨＰの充実   ・学校通信の継続した発行  ・学校説明会の改善  

 


